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１．はじめに 

簡易放射線測定器「はかるくん」を用いて身のまわりの自然放射線の測定を続けてきた。特に航空機

内の放射線の強さに驚く。２次宇宙線の影響だという。それならば、国内最高地点、富士山頂上の放射

線強度はどうか興味を持ち、平成 18年度以来ラジオ部(JQ1YVG)は富士山へ測定登山を続けている。 

今年度「富士山頂における科学教育の試行」という課題で正式利用の機会を得た。下界で当たり前のこ

とが山頂では当たり前ではなくなる。第１は気圧が約2/3になることである。理科室の水銀気圧計が使えな

い。水銀柱の高さが目盛り以下になってしまうからである。どうやって測るか？また、気圧が下がれば血

中飽和酸素濃度SpO2が低下し慢性の高山病寸前になる。絶対酸素濃度が減り火が燃え難くなる？更に

水の沸点も下がるという。実際に山頂で水の沸点を測った人は幾人いるのだろうか。このように、単に放

射線を測るだけでなく、日ごろ疑問に感じている様々な科学実験を学生と行った。 

 

２．方法 

 

（１） ろうそくの炎の燃え方 

富士山に行くのならろうそくの実験をしてとのリクエストがあった。山頂の酸素の相対濃度は地上と同じ

であるが重量濃度は減る。山頂の酸素濃度の予測からろうそくに火がつくかどうかも不明である。山頂と

下界でろうそくの炎の燃え方をビデオ撮影し炎の長さの変化を測定した。ろうそくの燃焼を炎の長さで把

握し燃焼状態を単振動（三角関数）としてみることで、周期、振幅、振動数、初期位相などを導き出すこと

によってろうそくの燃え方のデーター解析を行った。燃焼によるろうそくの重量の時間的変化も測定した。 

（２）  富士山頂用電気ポットの試作 

測候所では自炊である。水も運び上げる。2006、2007年両夏、富士山測候所の見学および実験利用

をした。そこで体験したことに、自炊のため電気ポットでお湯を沸かそうとすると、電気ポットのお湯は沸騰

を続け、保温状態にならず運び上げた貴重な水がすぐに無くなってしまうことがある。この原因は、電気

ポットは一旦固定の設定温度 98℃になるまで、保温状態にならずヒーターに電気を流し続ける。その状

況を見て、富士山頂用に気圧に合わせて保温設定温度を変える保温温度気圧追従型電気ポットを考え

た(98℃に達しなくても保温状態に入る。八光熱コンに応募、課題採択) 市販品は98℃になるまでは保温

機能が働かない。山頂では保温機能開始温度に達しないため水は沸騰し続ける。メーカーが対応しな

いならばと山頂用に無断改造を試み、試作品を富士山頂に持ち上げ測候所で動作機能を確認した。 

（３） ２次宇宙線の測定 

2台のＧＭ管の出力をロジック ICのAND回路に繋ぎ簡易同時計数回路を作った。放射線の天頂角

依存性を測定し宇宙線の強度の天頂角（入斜角）依存性と同じcos
2
則に従うことから2次宇宙線(ミュー

オン)と判断した。地上（地表）のミューオン強度と比較した。 

（４）  参加者の体調の測定  

参加者の脈拍、血中飽和酸素濃度SpO2の測定を行い高度、気圧との関係を調べた。 

（５）  超微弱電波で山頂の山小屋から茨城高専まで 200 kmの距離を直接データーを送る実験の試行 

測候所には観測データー転送用の環境がない。野鳥の生態観察や防災（土砂崩れ検知）用の超小電

力無線機を改良し、僅か 0.4mWの出力（006Pの乾電池1本）で200km離れた茨城高専まで山頂の放射

線測定データーを送ることに成功した。1024ビットの擬似雑音を用いたスペクトラム拡散方式を用いた。 
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